
講演会のご案内「化学産業の変革に対応する化学物流 」 

米国のシェールガス革命が、20１７年頃から、日本の化学

産業に、強烈なインパクトを与える、と言われています。 

 

  

日本の石油化学産業を始め関連各社が事業戦略の⾒直しを求められています。また大手商

社などが北⽶でのシェールガス開発に乗り出しております。 シェール革命により、日本

の化学物流がどの様に変革されるかを、今も、化学物流の現場で活躍されている、TE15 小

澤大策氏に、実務面での策を織り交ぜた講話をお願いしました。 

平成 26 年 11 月 11 日（火）１８：００開演 ＠海洋会横浜支部３F 会議室 無料 

また、講演会終了後に懇親会（会費２千円）を予定していますので、併せて、ご参加願え

れば幸いです。 尚、準備の都合上、11 月 6 日（木）迄に参加の有無をお知らせ願います。   

連絡先： 海洋会・横浜支部 事務室 TEL 045-201-7785  FAX 045-201-7786 

E-mail: yokohama@kaiyo-kai.com  

総合商社が多大な権益獲

ＬＮＧで日本の造船業復活 

石化プラントは産油地へ移行し 

輸送増で物流投資活発化 

シェール由来水素ガス燃料電池産業急上昇 

高圧シームレス配管独占 
安価なエネルギー登場で航空機産業 

（50→300兆円）、鉄道ビジネスも。 

日本産業へ影響を与えるシェールガス革命 


